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は
絶

封
禁
物
で
す
。

現
在
の
書
學
聯
は
緒
核
は
早
期
’

に
最
密
し
て
早
期
に
治
療
す
れ

ば
轄
核
位
癒
ウ
易
い
病
垂
陵
他

に
な
い
と
立
瞳
さ
れ
て
る
ま
す

か
ら
安
心
し
て
治
療
し
℃
下
さ

い
。
　
　
　
鵯

倫
進
歩
し
た
層
累
は
福
豆
の
よ

い
相
談
相
手
と
し
℃
、
皆
糠
の

お
い
で
を
心
ま
ち
し
て
ゐ
ま
す

今
日
の
進
歩
し
た
科
箏
の
力
を

迷
は
す
信
じ
ま
し
よ
う
。

又
本
病
に
醒
し
て
の
疑
聞
の
鮎

が
あ
り
急
し
た
ら
役
場
、
衛
生

係
に
お
聞
合
ぜ
下
さ
い
。
　
，

　
　
　
　
ノ

食
糧
増
産
興
農

　　

@　

@　

@
蓮
動
に
つ

第
鰯
目
的
懲
嗣
家
の
興
農
翌
翌
肌

＼
を
績
集
し
て
食
粗
の
急
速
な

　
生
産
向
上
を
国
り
以
て
國
の

－
食
糧
自
給
態
勢
強
化
に
寄
興

　
す
る
と
共
に
盛
腰
細
濟
の
安

．
定
を
期
す
る
こ
と
を
以
て
目

　
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
の

第
二
生
産
目
穣
　
國
の
施
策
協

　
準
じ
主
翼
食
糧
農
産
物
ρ
生

　
産
量
を
轍
割
壇
産
す
る
こ
と

　
を
目
標
と
し
爾
綜
合
的
食
糧

　
封
策
の
蝋
’
環
と
し
て
畜
産
食

　
糧
の
壇
産
を
も
併
せ
行
ふ
も

　
の
ど
ナ
る
。

第
三
簿
動
方
針
　
照
照
の
自
搬

　
的
且
ウ
合
理
的
な
壌
産
活
動

　
を
促
進
す
る
た
め
市
町
村
毎

　
髭
主
要
食
糧
を
中
心
と
す
る

　
脚
合
愚
闇
麗
麗
嘗
を
樹
立
す
る

　
も
の
と
し
そ
の
生
産
目
標
蓮

搬
鳩
と
れ
鵬
泌
翼
犠
峠

い
て

す

妥
　
　
　
　
バ

鳶
、
き

㊧
縫
成

②
鉦
勘
鵠
趨
躍
に
但

⑧
、
農
業
挨
術
の
滲
透
　
優
良

　
種
苗
の
普
及
、
病
虫
害
の
微

　
底
防
除
、
栽
増
技
術
の
向
上

　
普
及
　
　
　
　
　
　
　
．

㈲
、
農
業
災
害
の
防
除

㈲
、
畜
力
及
機
械
力
の
普
及
並

　
に
高
度
利
用
p

⑥
、
家
畜
及
畜
産
物
の
墳
産
並

　
に
高
度
利
用
－

鯖
、
費
材
樹
策

磁
麟
舗
　
　
　
「
掃
輔
謝
、
し
、
覧

町
．
益
金
饗
　
　
ざ
、
β

⑧
、
弘
墾
－
傅
　
　
　
　
、

第
五
食
糧
糟
産
舞
農
廻
動
を
彊

力
に
推
進
す
る
た
め
縣
郡
並
び

に
市
町
村
に
食
上
闇
闇
興
漉
推

進
本
部
を
置
く
も
の
と
す
る
。

食
糧
増
産
興
農
推
進
本
部
は
農

業
翻
整
委
員
會
、
農
業
改
良
委

員
會
、
農
地
委
員
會
、
憂
業
協

同
組
合
、
農
業
牛
虻
組
合
、
そ

の
他
農
業
團
体
の
代
表
着
學
撒

麗
増
補
、
篤
農
家
、
及
關
係
官

公
験
の
職
員
を
以
て
組
織
す
る

も
の
と
す
る
。
　
・
　
　
　
　
し

　
　
　
、

優
。
。
℃
℃
℃

榊6
ξ

　
　
　
の

　
助
成
と
縣
の
指
導
を
集
中
す

　
る
も
の
と
す
る
右
綜
合
震
業

　
計
書
0
・
樹
立
及
び
順
行
に
當

　
つ
て
は
農
業
調
整
委
員
會
、

鉱
業
改
良
委
員
會
素
地
委
員

　
會
等
の
自
主
的
が
囁
活
動
と
各
　
“

　
開
係
官
公
等
．
義
業
協
同
組
．

　
合
、
農
業
共
濟
組
合
そ
の
他

　
　
　
　
係
團
体
篤
農
家
簿
の

盤
　
　
　
　
な
協
力
を
促
す
も
の

　
と
す
る
。
　
　
’

第
馨
産
欝
策
堆
産
射
策
に

　
つ
㎏
て
抵
夫
々
＠
雄
方
の
最

　
も
必
饗
と
鳳
興
る
強
要
に
つ

　
凄
施
策
㊨
篭
一
鮎
を
櫓
船
擢
偽
グ
る

　
も
の
と
す
る
齢
し
℃
一
般
的

　
に
櫓
駆
上
特
に
⊥
留
意
す
べ
き

　
鮎
は
左
記
の
と
隔
り
走
す
る

ω
、
耕
地
落
零
　
先
づ
耕
地
等

　
災
害
の
焼
身
及
防
除
に
重
鮎

　
を
謄
凄
循
冊
掩
防
止
を
鴨
り
次

　
に
土
鰐
馨
　
　
漸
瀧
熱
…
水
穂

品
評
會
出
品

■

十
二
月
二
日
三
日
繭
冨
業
郷
中

學
校
に
立
て
開
催
さ
れ
る
文
化

祭
の
行
事
と
し
て
農
林
産
物
一

切
の
品
評
會
が
行
ば
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
居
り
ま
す
の
で
振
っ

て
出
品
す
る
檬
致
し
ま
せ
う
。
．

村
内
の
各
種
生
産
物
を
一
堂
に

陳
列
し
て
其
の
優
秀
を
凱
ひ
他

の
長
を
採
り
短
を
改
め
る
雄
に

大
き
な
進
歩
が
あ
ρ
ま
す
の
で

自
己
練
磨
の
爲
め
だ
進
ん
で
出

品
し
て
姥
の
意
義
あ
る
催
し
が

有
絡
の
癸
を
修
め
あ
還
御
協
力

下
さ
い
。

出
品
一
一

そ
菓
類
、
し
ょ
う
が
二
株
、
牛

夢
人
参
五
本
目
一
杷
（
廻
り
一

尺
）
じ
ゃ
が
い
も
乱
闘
、
大
根

に
つ
い
て

水

野

崖

白
楽
類
三
訂
、
墨
芋
麟
株
、
其

の
他
山
に
準
じ
て
山
二
品
の
こ
と
．

稻
＝
．
株
（
判
明
書
添
付
）
甘
麟

一
蔓
、
雑
毅
、
覇
一
升
、
と

う
も
ろ
ヒ
し
三
穏
♪
票
そ
ば
等

噛
升
、
頭
屋
、
み
か
ん
、
柿
十

個
、
架
五
合
、
椎
尊
百
匁
側
索

炭
一
俵
、
優
産
加
工
晶
、
茶
丑

十
匁
、
み
そ
百
匁
、
醤
油
二
合

こ
う
じ
二
合
（
味
嚇
醤
油
は
原

料
娩
窮
書
添
付
）
、
わ
ら
エ
晶

莚
醐
放
㌧
そ
ら
く
ち
一
荷
、
手

な
い
縄
国
葬
、
機
械
縄
一
丸
、

夙
俵
　
炭
俵
り
個
、
草
り
類
一

足
、
の
み
、
く
ら
し
た
か
さ
等

山
号
、
其
の
臨
監
作
品
（
竹
工

晶
、
木
工
品
、
裁
縫
晶
、
手
瓢

品
、
箋
の
他
一
個
）
　
　
喧
、

農
地
の
登
記
》
、
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湧
響
D

、
．
　
完
了
も
塗
し
た

瓶遭

鴨

農
地
改
革
で
開
敬
さ
れ
た
あ
な

た
の
憂
地
の
登
記
名
儀
の
切
養

え
が
霞
み
ま
し
た
。
　
確

言
さ
ん
登
記
濟
通
知
書
は
受
理

ら
れ
ま
し
ぬ
か
。
お
受
取
り
に

な
り
を
し
た
ち
今
一
度
皆
さ
ん

⑳
盛
地
が
自
分
の
名
儀
に
な
つ

　
　
　
　
　

た
釦
ど
う
か
確
め
て
源
さ
い
。

　
間
断
い
が
な
け
れ
嬬
ζ
れ
澄

初
み
て
法
的
に
主
張
で
き
る
盲

作
地
に
な
う
た
謬
で
す
か
ら
今

姦
よ
協
塾
画
し
臓
　
れ
を

　
　
　
ぎ
　
　
　
　
　
i

　　

@
≠
，
，
駈

　
　
・
整

二
汐

物

　
　
　
　
　
ゲ
じ
　
お

，
》
・
こ
、
肇
麟
煮
鋸
夢
鋭

開
放
し
て
下
さ
っ
た
方
々
の
恩

に
旧
い
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
　
　
　
　
　
　
・

貸
ζ
の
隔
地
に
つ
費
思
し
て
は

露
僚
憂
創
設
馳
岬
別
措
置
法
の
規

定
に
よ
り
他
上
灘
賢
し
た
　
、
．

貸
附
け
た
り
．
荒
じ
た
り

場
合
は
職
府
が
再
び
翼
歌

う
に
凍
っ
て
ゐ
ま
す
の
で
ζ

機
會
に
む
知
ら
せ
隣
し
ま
す

’

　
　
a
蕊
婦
書
）
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
　
！

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉

．
裟
・
讐
．
盟

で

’
療

！
尋
－
飴
　
　
　
　
　
螺

戴
離
し
窯

選
，
財
　
饗
騨
編
縛
雀

報
蓬
田
激
済
，
轟
撃
蓋
鍔
窟
灘
庶

　　

れ
の
額
起
貯
盃
さ
れ
て
村
視
認
入
の
向
上
確
保
に
脚
協
力
を
御
願
ひ
致
し
た
い
と
愚
び
毫
す
。

¢
．
火

納
税
準
備
姓
嘗
組
合
親
約

覧
　
　
　
●

　
　
　
　
　
、
　
謙
遜
灘
力
な
切
拠
籟
い
顎

　　

@　

@　

、
全
く
火
災
は
不
注
意
ρ
奪
物
で
す
。
近
郷
近
在
に
火
災
が
奮
い
・
か
ら
と
婁
心
し
切
っ
て
み
る
轟
必
ラ
火
の
魔
は
そ
の
鑑
識
に
つ
け
込
ん
響
謬
る
も
の
で
、
そ
れ
級
瀦
鍔
醜
齢
譲
’
も
の
で
回
る
と
と
を
考
え
て
見
れ
ば
　
　
　
　
と
売
で
あ
り
ま
す
。
勿
働
聯
⑳
中
緯
弦
徹
舘
召
継
灘

　
、
　
　
．
　
喘
　
　
醤
　
　
轟
∴
、
や
”

懸
し
セ
，
賦

、
螢
灘

プ
　
　
サ
二
色
，
，
ゲ
紘

　
　
「
　
　
、
鮎
嘱
　
　
｛

露
犠
蜘
聾

亀
，
礒
ぜ
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
♂
亭
難
感
気
，
鉾
総
．
一
．
、
繋
．
．
炎
．
　
　
。
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